

１　　１、２、３の３つの数を使って、３けたの整数を作ります。
何通りの数ができるか調べました。
①ただしさんの考えのぬけている所　　　　　　　　　　　　　にあてはまることばを書きましょう。
【ただしさんの考え】

百の位の数が１の場合は、十の位の数が２か３になります。
十の位の数を２とすると一の位の数は３になり、十の位の数を３とする一の位の数は２になります。
だから、百の位の数が１の場合は２通りの整数ができます。
次に、百の位が２の場合は、十の位の数が　　　　　　になります。
十の位の数を　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
だから、百の位の数が２の場合は２通りの整数ができます。
同じように、百の位が３の場合も２通りの整数ができます。

全部で　　　　通りの整数ができることがわかりました。
②まゆみさんは図を使って考えました。図の続きをかきましょう。

【まゆみさんの考え】
　　　　　　　　　２　　　　　３
　　１
　　　　　　　　３　　　　　２
　　　　　　　　１　　　　　３
　　２
　　　　　　　　

　　　




領域：「数量関係」

　単元：「場合の数」

　評価の観点：
出題の趣旨：図や言葉を使って説明を考えることができるかどうかをみる。
解答：①１か３
　　　　１とすると一の位の数は３になり、十の位の数を３とする一の位の数は１になります。　
　　　　６

　　　　②　　２　

　　　　　　　　　　　３　　　１
１　　　２
　　　　　　３
　　　　　　　　　　　２　　　１
２　ランチメニューには飲み物とデザートがセットになっています。それぞれ１つずつ選ぶことができます。全部で何通りのセットができるでしょうか。
　　　　　　　　　　　　　　


領域：「数量関係」

　単元：「場合の数」

　評価の観点：
出題の趣旨：順序よく調べることができるかどうかをみる。
解答：１２通り
【 小学校算数・単元別問題 】





「場合の数」
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